
院内がん登録統計　（2024年集計 全部位）

Ⅰ．2024年集計　＜全部位＞
当院でがん診断・治療されたがん患者を対象に、直近3年間の部位別患者数の推移を表とグラフで作成した。
総件数は、22年が最も多く、これはCOVID-19感染の流行に伴って他院から当院へのがん患者の受け入れ
が増加していたことが要因と考えられ、COVID-19流行が落ち着いてきて減少し、23年に2400件を下回って
からは横ばいの数値となっている。
部位別は、「肺」と「結腸」がほぼ同数で最も多く、次いで「膵臓」等の消化器系のがんが多い。
「肺」と「結腸」はいずれも300件近い件数となっている。
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22年 59 27 37 40 34 40 24 32 12 21 25 19 78 2,432

23年 56 33 46 49 36 31 18 33 21 19 35 18 70 2,350

24年 65 41 40 36 35 33 32 29 28 24 20 12 61 2,361
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◇地域別患者件数
当院でがん診断・治療されたがん患者を対象に、患者が診断時居住している地域別で、直近3年間の
患者件数を表で、24年単年の患者数割合を円グラフで作成した。
札幌市内では「手稲区」「西区」「北区」が、札幌市外では近隣の「石狩市」「小樽市」の患者数が多かった。
この傾向は3年間の経年比較でも同様の結果であった。
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◇来院経路
来院経路は、患者がどのような経路を経て自施設を受診したかを把握し、がん診療連携拠点病院（当院）が
地域においてどのような機能を担っているのかを他の医療機関との関係から推察するための項目である。
直近5年間の全登録数における来院経路別件数を棒グラフで、24年単年の割合を円グラフで作成した。
「他院より紹介」が最も多く、次いで「自院経過観察中」が多かった。この2つの経路で全体の90％以上を
占めており、この傾向は5年間の経年比較でも同様の結果であった。
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◇発見経緯
発見経緯は、当該腫瘍が診断される発端となった状況を把握するための項目である。
直近5年間の全登録数における発見経緯別件数を棒グラフで、24年単年の割合を円グラフで作成した。
「自主・不明」が最も多く、次いで「他疾患経過観察中」が多かった。この2つの発見経緯で全体の約90％
を占めており、この傾向は5年間の経年比較でも同様の結果であった。

◇症例区分
症例区分は、当該腫瘍の診断および初回治療の一連の過程において、がん診療連携拠点病院（当院）が
主にどのような役割を果たしているのかを推察するための項目である。
直近5年間の全登録数における症例区分別件数を棒グラフで、24年単年の割合を円グラフで作成した。
「自院診断・自院治療開始」が最も多く、次いで「他院診断・自院治療開始」が多かった。この2つの症例
区分で全体の80％以上を占めており、この傾向は5年間の経年比較でも同様の結果であった。
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